
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
定
め
ら

れ
、
同
時
に
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
法

に
よ
っ
て
民
生
委
員
が
兼
ね
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
の
う
ち
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民
生
委
員
の
活
動
に
は
、
社
会
福
祉
行

政
機
関
等
の
業
務
に
協
力
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
は
、
利
用
者
本
位
の
視
点
が
不
可

欠
な
た
め
、
地
域
で
援
助
を
必
要
と
す
る

生
活
困
窮
者
、
低
所
得
階
層
の
人
、
高
齢

者
、
母
子
･
父
子
家
庭
、
心
身
に
障
害
の

あ
る
人
な
ど
に
対
し
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
･
援
助
を
行
い
ま
す
。

お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
が
職
務
を
遂
行
す
る
際
に

は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
私
生
活
に

立
ち
入
り
、
生
活
上
、
精
神
上
、
身
体
上

の
秘
密
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
身
上

の
問
題
に
係
わ
る
事
項
も
あ
り
ま
す
が
、

民
生
委
員
に
は
、
職
務
を
遂
行
す
る
中
で

知
り
え
た
秘
密
は
、
堅
く
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
安
心

し
て
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
な
ど
に
よ

っ
て
、
差
別
的
又
は
優
先
的
な
取
り
扱
い

を
せ
ず
、
公
平
･
公
正
な
立
場
で
す
。

民
生
委
員
は
そ
の
地
位
を
政
治
的
に
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
は
、
そ
の
担
当
区
域
内
の
実

情
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民

に
対
し
て
適
切
に
相
談
･
援
助
を
行
え
る

よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
全
般
的
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
援
助
が
必
要
な
人
に
は
、

援
助
に
必
要
と
す
る
情
報
を
収
集
し
、
緊

急
の
場
合
に
備
え
て
資
料
を
ま
と
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
が
行
う

「
社
会
調
査
票
」
の
作
成
に
際
し
て
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

様
々
な
援
助
を
必
要
と
す
る
人
々
に
対

し
、
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日

常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
奉
仕
者
と
し
て

の
立
場
で
、
相
談
・
助
言
等
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

援
助
を
必
要
と
す
る
人
の
意
向
に
、
で

き
る
だ
け
沿
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
情
報
提
供
等
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
地
域
で
、
児
童
が
安
心
し
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

※
前
記
の
職
務
を
行
う
た
め
、
民
生
委
員

は
研
修
を
何
度
も
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
民

生
委
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動

に
、
住
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

12
月
1
日
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
新
し

い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
地
域
福
祉
活
動
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
、
法

律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
割
り
と
、

農
村
部
都
市
部
な
ど
の
地
域
性
で
決
ま
り

ま
す
。
従
っ
て
複
数
の
自
治
会
を
受
け
持

つ
人
も
い
れ
ば
、
自
治
会
の
一
部
だ
け
を

受
け
持
つ
人
も
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
か
ね
て
い
ま

す
の
で
、
児
童
や
妊
産
婦
に
対
し
て
も
同

様
に
援
助
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
区
域
を

担
当
す
る
民
生
委
員
と
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
は
、
主
任
児
童
委
員
が
行
い
ま
す
。

各
地
域
の
委
員
を
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介

し
ま
す
。
自
分
の
地
域
の
委
員
を
確
認
し
困

っ
た
こ
と
が
あ
る
時
に
は
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係

牲
○56
9
1
2
8

4

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員 
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

民
生
委
員･

児
童
委
員
と
は
ど
ん
な
人
な
の
？ 

基
本
的
姿
勢

慎

社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
い
た

相
談
･
援
助

振

基
本
的
人
権
の
尊
重

職
　
務

慎

生
活
状
態
の
把
握

振

相
談
･
援
助
活
動

新

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

晋

児
童
委
員
と
し
て
の
活
動

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

新

職
務
上
の
地
位
の
政
治
的
中
立



よろし
くお願いします

お困りのことがありましたら気軽にご相談ください 
自分の地域の民生委員・児童委員をご確認ください 

5

○上野健二郎
牲○56 4410

上郷1区・並木

○星野サイ
牲○56 3187

上郷2区・3区

○小口勝元
牲○56 3606

上郷4区・5区

阿保タエ
牲○56 5719

西蓼沼・青雲寮

○青木人志
牲○56 3344

上文挾・西木代・露無

野澤　充
牲○56 4032
東汗東・西

森　宗子
牲○56 2250
東蓼沼西・東・
向川原・中根

藤川正臣
牲○56 6426
西汗上東・西

野沢義則
牲○56 2428
西汗下

稲瀬久訓
牲○56 3520

磯岡・ひがしはら

山口政明
牲○56 8675
本郷台第2

平岡恵理
牲○56 1987
本郷台第1

内堀晴弘
牲○56 6635
美里

○塩谷豊子
牲○56 6607

三ツ家・常光坊

○柳田文雄
牲○56 0356
下町1区

○古口典子
牲○56 4283

下町2区・4区

○猪瀬勝子
牲○56 4521
大町

○上野昌子
牲○56 2017

中町・雇用促進住宅

○鈴木照子
牲○56 6911

下町3区・5区

大嶋永枝
牲○56 3054

上町1～9・20・21班

永井渥子
牲○56 6002

上町10～19班

古谷有子
牲○56 1664

東館北部・しらさぎ
・マロニエプラザ

敬称略（○は新任）
氏　　名
電話番号
担当地区

民生委員・児童委員
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石和芳子
牲○56 2248

愛宕町（旧県道北
ともみじ通西側）

○田中勇司
牲○56 6520

愛宕町（旧県道南
ともみじ通東側）

吉澤正博
牲○56 3416
東館南部・泉町・
井戸川

○金子勝夫
牲○56 6254
峰町

○鈴木秀子
牲○56 2540

願成寺7・9～15・17・
21・23・24班

角田　操
牲○56 4117
五分一・三村・
雇用促進住宅南

猪瀬章子
牲○56 5537

上蒲生南部・下蒲生

○小島五夫
牲○56 6650
上蒲生北部

○川島朗子
牲○56 5161
坂上本田・河原・
三本木

八木邦夫
牲○56 2497
桃畑・睦渕

山口哲郎
牲○56 4011

上三川寮・白鷺寮・
殿山寮

○齋藤　隆
牲○53 2401
天神町

川俣美恵
牲○53 2283

大山第1・2・3・4

新海恵美子
牲○56 1841

日産第1・3アパート

○西島英夫
牲○53 1006
西町・西浦

大橋佳夫
牲○53 0382

本町・富士見台

石崎榮一
牲○53 4147
城台・下多功・
多功下坪

○稲葉郁夫
牲○53 2908

上神主・下神主・薄市

増渕鉦一
牲○53 2628

川中子1・2・3区

高山勝利
牲○53 3715
下梁・上梁

○伊東文雄
牲○56 3195

石田下坪・西田南・北

生出政子
牲○56 3389

島崎・石田上坪

岡本貞子
牲○53 1095
鞘堂

川崎秀夫
牲○53 0781
ゆうきが丘
（中心道路西側）

日置文男
牲○52 0037
ゆうきが丘
（中心道路東側）

○大金アサ
牲○53 4150

間の田・県営住宅

○主任児童委員
篠崎明美
牲○56 3265
町全域

主任児童委員
柳田　俊
牲○56 4507
町全域

主任児童委員
稲葉光子
牲○53 0638
町全域

野口邦雄
牲○56 6273

願成寺1～6・8・16・18
～20・22・25・26班

民生委員・児童委員



男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
た
め
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
た
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
栃
木
県
女
性

の
海
外
研
修
（
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）
が
、
10
月
3
日
か
ら
12

日
ま
で
の
10
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
三
川
町
か
ら
参
加
し
た
生
田
弘
美
さ
ん
、
坂
本
典
子
さ
ん
か
ら
の
報
告
を
紹

介
し
ま
す
。

今
年
で
25
年
目
を
迎
え
た
女
性

の
海
外
研
修
は
、
訪
問
国
で
の
施

設
研
修
や
、
交
流
を
通
し
て
、
男

女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
先
進

的
な
様
々
な
取
り
組
み
を
学
び
、

国
際
的
な
視
野
を
持
っ
て
地
域
活

動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
、
10
月
3
日
か
ら
10
月

12
日
ま
で
、
男
女
平
等
と
福
祉
、

環
境
対
策
の
先
進
国
で
あ
る
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

の
2
か
国
、
11
か
所
の
視
察
、
研

修
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
県
と
友
好
交
流
県
で
あ
る
南
フ
ラ
ン

ス
の
ヴ
ォ
ー
ク
リ
ュ
ー
ズ
県
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
言
葉
の
ま
ま
な
ら
な

い
私
た
ち
を
、
温
か
く
も
て
な
し
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
街
中
で
は
、
乳
母

車
を
押
す
父
親
の
姿
が
頻
繁
に
行
き
か
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
男
女
共
同
参
画

の
進
ん
だ
国
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
育

児
休
暇
も
男
性
が
積
極
的
に
と
り
、
家
事
、

育
児
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
出
生

率
が
1
・
7
3
％
、
女
性
の
労
働
参
加
率

が
世
界
第
1
位
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

ま
し
た
。

私
た
ち
が
北
欧
の
福
祉
に
つ
い
て
話
す

時
、「
福
祉
は
す
ば
ら
し
い
と
い
う
け
れ

ど
、
税
金
が
高
い
で
し
ょ
う
！
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聴
き
ま
す
。
確
か
に
デ
ン
マ

ー
ク
で
は
、
所
得
税
は
50
％
、
消
費
税
も

25
％
と
高
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
払
わ
な

い
と
い
う
人
は
ま
ず
い
な
い
そ
う
で
す
。

そ
の
分
、
福
祉
や
教
育
、
医
療
な
ど
が
充

実
し
て
い
れ
ば
構
わ
な
い
と
考
え
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
結
果
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

年
金
、
と
全
て
が
公
的
責
任
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
失
業
手
当
も
十
二
分
な
ほ
ど
出

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
選
挙
の
投
票
率
も

常
に
80
％
以
上
と
い
う
の
も
驚
き
で
し

7

ノートルダム寺院前で

街中でベビーカーを押すお父さん

ホストファミリー夫妻と生田さん

生
田
弘
美

（
多
功
下
坪
）



た
。
自
分
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
政
治
へ
の
関
心
が
と
て
も
高
い
と
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
参
加
す
る
に
当
た
り
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
研
修
の
成
果
を
地
域

の
活
動
に
、
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

4
か
月
に
及
ぶ
事
前
研
修
で
、
教
育
、

福
祉
、
環
境
、
女
性
問
題
等
の
基
礎
知
識

を
学
び
、
10
日
間
の
日
程
で
、
デ
ン
マ
ー

ク
王
国
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
を
訪
問
し
、

研
修
し
て
き
ま
し
た
。

古
い
街
並
み
や
建
造
物
を
大
切
に
し
、

歴
史
・
文
化
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
日
々

生
活
し
て
い
る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ま
ず
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
女
性
関
連
の

機
関
と
高
齢
者
施
設
・
保
育
所
を
見
学
し

ま
し
た
。
福
祉
は
水
準
が
高
く
、
質
量
と

も
に
充
実
し
て
い
て
、
本
当
に
豊
か
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

が
根
づ
い
て
お
り
、
個
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
の
徹
底
ぶ
り
に
は
関
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
女
性
の
た
め
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
小
・
中
学
校
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
の
学
校
教
育
は
、
子
ど
も
の

自
由
を
保
障
し
、
成
長
年
齢
に
応
じ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

て
、
子
ど
も
の
持
つ
能
力
を
無
理

な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
言
葉
や
習
慣
の

違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ご
夫
婦
の
、
お
互

い
を
い
た
わ
り
あ
う
姿
や
家
事
協

力
の
自
然
な
様
子
に
温
か
さ
を
感

じ
、
有
意
義
な
交
流
が
で
き
ま
し

た
。今

回
の
研
修
を
通
じ
、
真
に
豊

か
で
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
、
思
想
や
価
値
観
の
違
い
を
痛
感
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
変
化
に
対
応
し
つ
つ
「
自
分
ら
し

さ
の
追
及
」
を
す
る
こ
と
は
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
永
遠
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
忙
し
い
研
修
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
ま

た
、
県
内
各
地
に
共
に
学
ん
だ
多
く
の
仲

間
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
町
や
関

係
者
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
研
修

で
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
紹
介
で
き

な
か
っ
た
部
分
は
、
2
月
13
日
隻
に
行
わ

れ
る
「
女
性
つ
ど
い
」
で
詳
細
に
報
告
し

ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

人
権
擁
護
課
　
女
性
青
少
年
係

牲
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ホストファミリーと食事中

昨年8月にホームステイで
上三川町を訪れたガルシ
ア・ピエールさんとお会
いしました。

ニューハランの街並み

グランドモットにて

坂
本
典
子
（
下
蒲
生
）



「
年
金
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
も
、

若
い
時
は
保
険
料
を
納
め
る
だ
け
で
、
高

齢
に
な
っ
た
時
初
め
て
か
か
わ
り
が
あ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
時

に
も
意
外
と
か
か
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
す
。

公
的
年
金
は
、
自
分
の
老
後
の
支
え
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
自
分
の

親
の
老
後
を
経
済
的
に
支
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

ま
た
、
一
家
の
働
き
手
が
不
幸
に
し
て

亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
遺
族
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
し
、
思
わ
ぬ
事
故
や
病
気
が
も

と
で
障
害
が
残
っ
た
時
に
は
、
若
い
人
に

も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
公
的
年
金
へ
は
、
自
動
的
に

加
入
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
、
自
分
で
住
所
地
の
市
町
村
の

窓
口
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
公
的
年
金
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の
意

味
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
、
公
的
年
金
制

度
に
対
す
る
積
極
的
な
理
解
と
参
加
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

こ
の
間
に
最
低
25
年
以
上
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
金
融
機
関

国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
で
、
全
国
の
金
融
機
関
（
銀
行
、

農
協
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
等
）
や
郵

便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

国
民
年
金
保
険
料
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
窓
口
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
口
座
振
替

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
す
と
、
あ
な
た

の
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
、
納
付
の
た
め
、
そ
の
都
度
金
融
機
関

に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。
納
め
忘
れ
る

こ
と
も
な
い
の
で
安
心
で
す
。

●
お
得
な
前
納

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割

引
さ
れ
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

（
前
年
所
得
が
68
万
円
、
収
入
で
は
133
万
円

以
下
）
で
あ
れ
ば
、
親
元
世
帯
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
未
納
扱
い

に
は
な
ら
ず
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
万
一

の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
時
で

も
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
は

入
り
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

③
保
険
料
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、

承
認
を
受
け
た
月
以
降
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
追
納
と
い
い
、
3
年
目
か
ら
は
当
時

の
保
険
料
に
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
追
納
す
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝
住
民
課
　
国
民
年
金
係

牲
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公的年金は国民年金を土台に 
上乗せの年金があります 

国民年金（基礎年金） 
　国民年金は、職業などによって加入手続きや、保険料の納付方
法が異なっているために、次の3種類に区分されます。日本国内
に住所がある20歳以上60歳未満の人は、必ず次の3種類のどれ
かに入ります。自分がどの公的年金に加入しているかを常に把握
しておくことが大切です。 

第1号被保険者 
学生、自営業者、農
林漁業者、無職など
の人とその配偶者 

国（社会保険事務所）
から送付された納
付書で納めます。納
め忘れのない便利
な口座振替をお勧
めします。 

自分でお住まいの
市役所・町村役場で
加入手続きをします。 

第2号被保険者 
会社員、公務員など 
厚生年金保険の被
保険者・共済組合の
加入者 

保険料は給与より
差し引かれます。 

届け出の必要はあ
りません。勤め先（会
社等）で加入手続き
をします。 

第3号被保険者 
第2号被保険者に扶
養されている（年収
130万円未満）の配
偶者 

第3号被保険者該当
届を提出するだけ
で保険料を個人で
納める必要があり
ません。 

配偶者の勤め先（会
社等）で加入の手続
きをします。 

20歳以上60歳未満のすべての国民が加入。年金制度のベー
スとなっている部分。 

国民年金基金 
希望して加入します 

厚生年金・共済組合 
職場を通して加入する年金。 
年金額も上乗せされます。 

職場を通して加入する年金です。年金額も基礎年金に上乗せされます。 

老
後
の
年
金
や
、
も
し
も
の
時

の
た
め
に
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

定
額
保
険
料
は
月
額

1
3
、3
0
0
円
（
平
成
16
年
度
）

選
べ
る
保
険
料
の
納
め
方

学
生
は
「
学
生
納
付
特
例
」
を

ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料

の
未
納
扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
…


